
大手前短期大学研究集録 第34号(2014)pp.15-39

堂内の荘厳具 としての幡の一・考察(そ の二)

青 海 邦 子

要 旨

仏教において、今 も昔も仏像や経論が尊崇されこれらが重視されるのは当然 と理解
てん がい

されるが、仏教伝 来当初 に仏像 や経論の外 に 「仏具」として 「幡」と 「蓋」(天蓋)が と

もにもた らされた ことはよ く知 られている。仏教での 「幡 と蓋」がいかなる役 目を果

た し、 どういう意義 をもっていたものであるかについて、 日本の幡の歴史を考察 しな

が ら、今 回、神下 山 ・高貴寺(葛 城 山西麓大阪府河南 町平石)に おける、経年の間、仏

殿の周 りに懸けられていた幡や幡の断片について調査、研究を行 ったので報告する。

キーワー ド 幡、荘厳具、高貴寺

1.は じめ に

仏教において、今 も昔も仏像や経論が尊崇されこれらが重視されるのは当然 と理解
てんがい

されるが、仏教伝来 当初 に仏像や経論の外 に 「仏具」 として 「幡」 と 「蓋」(天 蓋)

がともにもたらされた ことはよく知 られている。仏教での 「幡 と蓋」がいかなる役 目

を果た し、どうい う意義 をもっていた ものであるかについては第一報で調査 した堂内

の荘厳具 としての幡の一考察(日 本の幡の変遷、中国における幡の変遷,幡 の形状 と

仕立て ・使用裂など)を 抜粋する。
しょくめいばん

幡は仏殿の内外を飾る仏事の荘厳具として、また延命長命を願う続命幡や死者の冥
めい か ばん せんもうばた

福 を祈 る追善供養の命過幡(薦 亡幡)と して作 られた。

今回、神下山 ・高貴寺(葛 城山西麓大阪府河南町平石)の ご協力 によ り、経年の問、

仏殿の周 りに懸けられていた幡や幡の断片 について、裂の欠損や刺繍糸のほつれや汚

れの付着な ど、また墨書銘のあるものなど、それ らについて調査研 究を行 ったので報

告する。
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2.調 査結果と考察

2-1日 本の幡の変遷

幡は 日本 に仏教伝来 とともにもたらされたと考え られている。 日本最古の勅撰書で

ある 「日本書紀』によると、幡に関する初見は欽明天皇13年(552)の 条に 「冬10月 。

百済聖明王、艶。遣二西部姫氏達率怒剛斯致契等_。 献二繹迦佛金銅像一躯。幡蓋若干

経論若干巻章ヨ とあ り、百済の聖明王より金銅釈迦像や経論 とともぎ禧釜秀もたら

されたことが知 らされている。幡蓋については、初期仏教経典では、仏に対する供養

具 として 「華 ・香 ・伎楽 ・糟蓋 ・瞳旙」(『大典量寿経」下)、荘厳具 として 「糟綜宝瞳 ・
パ タ　カ　

幡 ・蓋 ・名華」(『過去現在因果経』一)の 記述がみられる。幡蓋 は幡(梵 語のpataka)

と蓋(cha-tra)の こ具 を指すが、密教では四角形の天蓋 の四隅に幡 を垂 らす三昧耶

天蓋があ りこれは幡(は た)と 蓋(か さ)を 組み合わせた幡蓋 と言 う荘厳具である。

わが国の古典では 「幡蓋」 を熟語で使用するこ

とが多いが、天蓋(図1)と 同意語で使用する

ことがある。

また、同書推古天皇31年(623年)の 条 には

「31年秋7月 。新羅遣二大使奈末智洗爾_。 任那

遣二達率奈 末智_。 並来朝。伍貢二佛像一具。及
図1天 蓋 金塔 井舎利

。且大灌幡一具。小幡十二條_。 即

図2蜀 江錦綾幡 図3金 銅灌頂幡

(法隆寺)法 隆寺献納宝物

佛像居二於葛野秦寺_。 以二絵舎利。金塔。灌頂
　　ラ

幡等_皆 納二干 四天王寺_。」とあ り、大灌頂幡

一具 と小幡12条 が新羅 ・任那 よ りもたらされ、

四天王寺 に納め られたことがわかる。

さらに、持統 天皇3年(689)の 条 には 「正

月 壬戌。詔二出 雲 國司_。 上下_送 遭二_値 風 邪

浪_、 人上。是 日。賜二越 蝦夷 沙 門道信 佛像 一

躯。灌頂幡。鍾鉢各一目罰 とあ り、幡 は百済 ・

新羅 ・任那の朝鮮半島より仏像やお経(経 論)

などと共に伝来 したことがうかがえ られる。ま

た、文物 は、他の多 くの宝物類 と同様に中国か

ら朝鮮半島を経由 して我国へ もた らされたもの

と推測 される。

しか し、当初の幡は遺存 していないので実態

はつかめない。現在最古 とされている法隆寺伝
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世品の幡について調べると、蜀

江錦を用いた縁が一条の江錦綾

幡(図2)、 蜀江錦 で仕立てた

聖徳太子ゆか りの間道小幡(国

指 定重要文化財)、 全長五 メー

トルにお よぶ献納宝物の金銅灌

頂 幡(国 宝、東京国立博物館)

(図3)が 名高 く、正倉 院 に も

聖武天皇一周忌法要が東大寺で

営 まれた とき使 われた数百硫の

錦の幡(図4)・ 羅の幡(図5)

のほか、金銅幡四硫(図6)な

ど多数が残 っている。平安後期

の遺品では岩手 ・中尊寺金色院

の幡頭二枚 と、迦陵頻伽文を表

した幡身一坪の金銅幡がよ く知

られている。玉幡は広島 ・厳島

神社の 「平家納経」の安楽行品

の見返 しに描かれた絵によって

平安時代の姿をうかがい知るこ

とがで きるが、当時の遺例はな

く、金銅板製はなく幡足 などに

玉 を用いた室町時代時代以降の

ものがほとんどである。
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羅幡…聖武天皇一周

忌法会の道場荘厳具

図6
金銅幡

2-2幡 の形状 と各部の名称 と種類と材質

幡の形制 は幡頭 ・幡身 ・幡足か ら成 ってお り、あたかも人形(ひ とがた)を 擬 して

作 られたかの ようにもみえる。幡頭は舌 をそなえた三角状を した帯紐状の幡頭手 を付

ける。幡身の各坪は縦長で、坪堺 によって各坪 ごとに区切 られてお り、坪の周 りには

縁 をめ ぐらす。

縁の各坪堺 より紐状の幡手を付 ける ものがある。二条縁では縁 をめ ぐって坪堺 との

交点上に金銅丸金具 を飾 るものが多い。幡足は長い帯状で各 々少 しずつず らせ なが ら

重ね合 わせ て垂下する。 なお、幡足はおおむね五条か七条の奇数になるものが大部分

である。(図7)ま た幡身には仏、菩薩、明王、天王 などの法尊を描いているものが
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図7幡 の各部名称

あるが、仏像幡、種子幡、三昧耶幡、蓮華幡の

区別がある。正倉院の彩絵仏像幡や、西域発見

の彩画菩薩幡がそれに当たる。

材質は錦 ・綾 ・平縮羅などの裂地製や刺繍の

ものが大部分であったが、地 に金銅板に透彫 ・

線彫 を施 した金銅幡、各種の玉をつなぎ合わせ
ふき

た玉幡、総飾 りを手足 にす る糸幡、板を芯 とす

る板幡、略式の紙幡な どがある。 また色相によ

る名称の付いた五色幡 ・八色幡 ・九色幡 ・雑色

幡などの種類がある。用いる場所や堂舎 によっ

て呼称 も変えることがあ り、堂幡、庭幡、屋上

幡、天蓋幡などの区別が

ある。用法によってみる
めい

と、続 命 幡(寿 命)、 命
か ばん

過 幡(薦 亡幡)(命 終の

時 に立て る幡 の こ と)、

送 葬幡(四 本 幡)、 施餓

醜幡などがある。

さらに中国の朝儀に用

いた幡 も、儀式 とともに

日本に伝 わった。元 日朝

賀儀や即位儀の際に大極殿の前に立て られた四神幡(四 神旗 と

も)、即位儀の万歳幡、鷹像幡(瞳 とも記される)。 あるいは近
れい し

年の儀 に用 いられる霊鶏形大綿幡、菊花章錦幡などはこの類で

ある。

2-3中 国における幡の変遷

中国に於 ける幡の様相 を調べてみる と、中国における年代の

明確 な幡の遺品には開元13年(725)の 発願文 を有 した彩色手

絹幡(図8)が ある。 この幡は平絹を方形 に裁断 したまま裂を

縫い合 わせ たて繋 ぎ、簡素な幡である。 これ より遡 る完形遺品

はみあた らないようである。 しか し、壁画においては、問接的

資料であるが、敦煙莫高窟の壁画で調べることが出来る。敦煙

莫高窟は紀元4世 紀 よ り14・5世 紀の長期にわたって造営 され、

図8彩 色平絹幡 ・

開元13年銘敦煙

文物研究所
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(敦煙莫高窟 ・第42窟 ・西壁中央南側)

壁画や塑像 を有する石窟は500近 くある とされ

ている。これ らの窟の中の幡 は5世 紀末頃 とさ

れる北魏の 「仏三尊図」 と 「沙弥守戒自殺 因縁

図」(図9)に み られ る。 どち らも二流の幡が

閾屋上の相輪に懸け られている。幡の形は細長

い裂を単に合わせただけの ようにみえる。坪は

長い一坪のままである。北周(557～581)に な

ると、これ らも北魏の幡 同様相輪 に翻 っている

が、坪 を四坪か五坪 に区画するようになる(図

10)。 各坪 はかな り縦長である。このように当

初の幡は、閾や塔の相輪 に懸けられていたこと

が知 られる。階代になると、縁に一条にした五

坪の幡 と、縁を二条に作 った四坪の幡がいずれ
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図11仏 説法図

(敦燵莫高窟 ・第305窟 ・西壁北側)

も天蓋に懸 けられているのが敦煙莫高窟の 「仏説法図」(図11)に み られ る。初唐 に

なると、幡頭は三角状で、下方の左右 により紐状の幡頭手を付け、幡身各坪は正方形

に近 くな り、縁 と坪堺 を一条にした正倉院幡を彷彿 させ る幡がみ られる。盛唐 になる

と、先述のごとく開元年銘の彩色平絹幡の遺存である。この幡は各坪形が初唐のそれ

より一・層縦が短 くな り、ほぼ正方形になるところが注 目される。染は纐纈 ・耳餅頷が用

いたことがうかがえ られる。幡頭 ・坪の形の変遷 を我国の上代の幡に対応 させ ること

が出来る。
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2-4幡 の形状 と仕立て ・使用裂の変遷

幡は遺存 している最古 とされている法隆寺系幡か らこれに続 く正倉院、そ して中世

へ と時代 を経るにしたがって、幡 はどの ように推移 していったのか、その変遷 につい

て調べ る。

天武 ・持統朝 と比定 される蜀江錦綾幡(図12)は 幡頭部が帯紐状で、坪 は非常に縦

長(坪 の縦は横の3.1倍 前後)で ある。第一坪 目に錦 を袷で用い、第二坪 目以下は綾

の単で一枚通 しで使 っている。縁 と坪堺は共に一条で、錦を当てる。幡足 は五条 を少

しずつず らせ なが ら重 ね合 わせて垂下

し、様 々な色の綾などを用いるが、大部

分欠失 してお り仕立ては判然 としない。

続 いて持統朝 とされ る平絹 幡(戊 子年

銘)(図13)で はす でに、紐状幡頭 とそ

れ らに囲まれた三角状の空間に当たる鏡

面 に別裂 を当 てた併用形 式が認め られ

る。 この幡 は命 過幡 であ り、幡頭 ・幡

身 ・幡足 とも茶色味を帯 びた黄地平絹で

仕立て られる。各坪の長さは蜀江錦綾幡

よりやや縮 まる ものの まだ縦長(坪 の縦

は横 の1.6倍)で ある。縁 と坪堺 は とも

図12蜀 江錦綾幡…天武 ・持統朝(672～696)に 一条。幡足は五条で、少 しずつず らせ

図13平 絹幡(戊 子年銘)持 統二年(688) 図14広 東綾幡残欠(和 銅七年銘714)
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て垂 らす。各条の仕立ては両側 とも三つ折 り縫い とするが、裂が片方の場合は縫わず

にそのままとしている。引 き続いて和銅七年銘の広東綾幡残欠(図14)で あるが、こ

の幡は幡頭部を欠失 している。前掲の2つ の幡にはみ られなかった縁 と坪堺は二条と

な り、種々の色 と文様の綾が使われている。寺系幡の仕立てで特筆すべ き点は、縫 い

目の細か さにある。仕立 て方に付いて、針 目は細か く、仕事ぶ りには熟達 した技がう

かがえる。天平勝宝四年(752)の 纐羅袷幡(図15)〈 大仏開眼会用〉に於 いては、幡

頭部の坪 はほぼ正方形 に近づいて くる(坪 の縦 は横 の1.09倍)。 幡身の坪 は平絹を袷

とし、その両面に纐纈羅 を当てた都合四枚重ねで、いずれ も一枚裂を通 しで用いてい

る。薄物の羅を通 して下の平絹の色が浮かび上がってみえる。幡足は欠失 してお り推

定 出来ない。

続いて天平勝宝九歳(757)の 道場幡(図16)〈 聖武天王一周忌斎会用〉では随所 に

顕著な変化が認め られる。 まず、幡頭部は三角形で、 これ までひと続 きであった紐状

幡頭の懸緒 と舌が独立 し、前者は縁の山形の頂に、後者 は縁の内側 より垂 らすように

なる。幡身部(こ こでは法隆寺系幡 との比較の上で重要な錦斜継分袷幡について)に

於いては、これまで一枚続 きであった坪裂が各坪 ごと袷 に作 られるようになる。すな

わち、各々の坪 は二種類の錦 を斜めに継 ぎ分け、 この継 ぎ目と坪堺、さらに縁 と坪 と

の境 目にも表裏両面とも平絹の細い覆輪で被っている。縁は錦で、30種 類 ほどみ られ

図15纐 纈羅袷幡 天平勝宝4年(752) 図16錦 斜継分袷幡 天平勝宝九歳(757)
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図17幡 脚端飾

る との ことであ り、上端 と下端 とでは裂の種類 を変 えている点 に工夫 の跡が窺 われ

る。 こうした装飾的な使用 は幡足 にあって も発揮 されている。幡足 は五条を垂下 し、

各条 とも正方形の裂をつ なぎ連ねて縁 を付 ける。その うえ、奇数条 目と偶数条 目の裂

を交替 している。すなわち、前者の条は二種の綾 を繋 ぎ合わせて纐纈 ・璃纈平絹 を連

ねて平絹の縁を付ける。 なお、各 々の幡足下方には縁かが りのある手の込んだ主記の

脚端飾 を飾 っている。

幡脚端飾は道場幡の垂脚 の下端 の部分 である(図17)。 脚端飾は垂脚の下橋 を錦の

花形の止め飾で両面か ら抑え られている。前述のべ たように聖武天皇一周忌斎会に斎

場東大寺境 内に懸け並べた。脚端飾の付 いた道場幡 は幡の全長は約3m、 そのうちの

半分 を越 える約175cmは 垂脚で、その幡 は各役10cmと 細長い。 もともと脆弱 な織物

製であるうえに細長い。垂脚 は構造上 ちぎれやすい。脚端飾の織 り方は綾組織緯飾模

様の唐花文条が主流 を占めている。染めは纐纈 ・i纈 で染め られている。 このように

工夫を凝 らした幡足の仕様には豊かな装飾性が感 じられるのは、天皇の斎会 とい う国

家儀式 に於 ける特殊 な状況下で使用 されたという特異性である。

平安時代 になると、遺品は皆無 に等 しいが、長楽寺の平絹幡(図18)と 、二次的資

料ではあるが 「平家納経』法師品見返 し絵 に描かれた幡などがみ られる。 これ らの幡

頭 は一周忌斎会用幡とほとん ど変 わ りはな く、幡身のほぼ正方形の坪形 といい、縁 を

付 けた幡足 はまさに同工 な仕様である。 こうした幡頭や坪の形 ・幡足の仕立ては鎌倉

時代に於いても兵主大社の刺繍三昧耶幡に踏襲されている(図19)。
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堂内の荘厳具としての幡の一考察(そ の二)

図18平 絹幡(長 楽寺)12世 紀後半 図19刺 繍三昧耶幡(兵 主大社)14世 紀前半

2-5高 貴寺の由来と歴史

高貴寺は葛城 山西麓大阪府河南町平石の山中に位置する奈良前期の創建 になる。今

か ら千三百年有余前 になる古刹である。寺伝によると、役小角(行 者)に よって創建

された香花寺が始 ま りで、後 に文武天皇683年 ～707年(天 武12～ 慶雲4)在 位697年

～707年 の勅願寺 とな り、平安時代 には弘法大師空海(774-835)に よって中興 され、

寺 の名称 も高貴寺 と改称 された。やがて江戸 時代 には慈雲尊者1718年 ～1805年(尊

者)よ って、律寺 として以後繁栄することになる。やがて明治の廃仏殿釈 を経て、現

代 高野 山真言宗 に属 す。境 内を入 る と奥 ノ院の参 道の入 口に後 鳥羽上皇(1180～

1239)の 供養塔、奥の院御影堂の背後 に後桃園の天皇の実母の開明門院(1717～1789)

が御髪塔に埋葬されている。

しょうこんぐ

2-6高 貴寺の堂内荘厳具の幡

高貴寺の内陣の本尊は五大明王で堂内

諸仏の配置図は中央 に大 日如来の教令輪

身である不動明王を安置 し、四方 に降三

世明王像(東)、 軍茶利明王像(南)、 大

威徳明王像(西)、 金剛夜叉明王像(北)、

の四明王 を配 したものである。わが国で

最初の五大明王像である。(図20)
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明王 とは、一切の人びとを教化 して救済せ よ、という如来の命令(教 令)を 受けて、

明(真 言陀羅尼)を 奉 じ、異形の姿で人々を威嚇 し、魔障を調伏する。力つ くで仏の

教 えへ と導 くことを使命 とし、密教において成立 し発展 したほとけである。

仏教 はもとより三宝、つ まり仏 ・法 ・僧 によって成 り立っている。今は 「仏」は仏

像 ・仏画、「法」 は経典 によってい る。幡や蓋 はこの 「仏 と法」の存在 を象徴 し、こ

れでもってこれ らを供養することを意味する。「幡 と蓋」は 「仏 と法」 との供養 と荘

厳 に欠 くことので きない ものである。「僧」 は仏教 を信奉することによって国の発展

と繁栄 とが得 られると説かれている。仏教 にとって幡の役割 は欠 くことの出来ない荘

厳具 として意義深い結果が得

'鑑 られた。
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図21幡 憧筥の什具
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図22瞳 幡筥の幡
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2-6-1高 貴寺の巾童幡筥に

保管された幡

高貴寺の幡は経年の問、仏

殿に懸け られていた古い幡を

調査する。 これ らの幡は高貴

寺の橦幡筥に什具 として保管

されていた幡である。(図21)

瞳幡筥裏の墨書によれば、明

治10年 吉 日に新 しい幡が施主

3名 によって寄附され新 しい

幡は懸け られた。その後、古

くなった幡を橦幡筥に仕舞 わ

れた。

それ らの幡について、幡の

形状や幡の断片、また、裂の

欠損や刺繍糸のほつれや汚れ

の付着 などについて調べ た。

(図22)

筥に納 め られている幡 は、

尊師や高僧達の延命 ・長寿 を

願 う続命幡や、聖霊の菩提 を

祈る供養幡があ り、仏前の周

りを飾る荘厳具 として懸け ら

れていた。



堂内の荘厳具としての幡の一考察(そ の二)

幡頭

幡
身

幡
足

ぱ へぽミ　 ヘ モ ハ ゆ ゆは ぶ
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図24幡 頭部の金銅製の金具 図25金 銅板の水車紋と唐草

唐幡の形状は幡頭、坪 は長い一坪のままの幡身 を持ち、その下 に4条 で長い帯状の

幡足垂れ下がっている。和幡の幡足は5条 か7条 の奇数であるが唐幡は偶数になって

いる。(図23)

この唐幡 は幡頭 と幡身の継 ぎ目に糸の解がみ られる。

幡頭部は円形で中央 と角の2箇 所にデザインされた金銅製の金具が嵌め られ、幡頭

には手書 きの草模様が描かれ2個 の金具がみごとに模様 として表現 としている。(図

24)幡 身 と幡足の問の坪堺には金銅板があ り、水車紋に唐草 をあ しらった線彫 りがな

されている。(図25)車 紋の由来 は、源氏車の車輪 を形象化 した ものが主で、ほかに

水車紋、風車紋がある。家紋 として定着 したのは鎌倉時代 とされる。水車 は高貴寺の

寺紋である。唐草模様は奈良時代 に伝 わった異国風 な趣 きの模様 とされている。

仕立ては袷で、材質は綾織で菊文様が織 られている。菊は秋の花であるが吉祥文様

として通年 に用い られている。 したがって、高貴寺の尊師や高僧達の延命 を願う続命

幡であったと伺 えられる。
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図26命 過幡

幡
頭

幡
身

幡
足

命過幡は尊師や歴代住

職 を供養するための命過

幡 で あ った よ うで あ る

が、江戸時代(島 原の乱

の直後、1638年)の 寺請

け制度によ り、寺 と檀家

関係が浸透 し、制度化 さ

れるようにな り、檀家達

が命過幡を仕立てて寺 に

納 め る よ うに な っ た。

(図26)

この幡の形状は、幡頭

部は三角形で中央 にデザ

インした金銅製の金具が

嵌め られて、下方は舌 と

なっている。下の頂 より

左右 に帯紐状の幡頭手 を

つけられている。幡身の各坪 は縦長で坪堺 によって4坪 ごとに区切 られている。第2

坪 と第3坪 には抱 き菊の葉の紋が染め られている。縁は一条で一条縁の中には縁の各

坪堺 より紐状の幡手が重ね合 わせ垂下げられている。幡足は長い帯状で縁がつけられ

ている。

また、幡身と幡足の問の坪堺に花の形 をデザインした3つ の金具が嵌めこまれてい

る。(図27)幡 の裏側の裂の剥がれた1部 に和紙一面 に書かれた梵字は幡の芯、ある

いは供養のためではなかろうか と推察する(図28)。

また、慈雲筆の梵学律梁一千巻 を所蔵 している。堂内では梵字の手習いが行 われて

いたのでは無いか と伺え られる。

i

●'

ユ露

図27花 のデザインの金具

羅寧＼
a.㌻ ソ'

・●
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堂内の荘厳具としての幡の一考察(そ の二)

仕立ては袷で、幡頭、幡身、幡足の裂

は縮織 りで茶色 味を帯 びている。幡身、

幡足の問の坪堺 は綾織で菊文様 を使用 し

ている。縁 は一条で赤みをおびた平絹 を

使用 している。

菊の紋の由来については観賞用の菊は

奈良時代に中国大陸より伝え られた。高

囑

塗

_覧
㊦

亀 囑

図29抱 き菊の葉の紋

準

、

鐸
奮
璽

.

潔 な美 しさが君子に似ている とされ、梅、竹、蘭 と共に四君子 とされた。文学上では

「古今和歌集」、「源氏物語」な どか ら登場する。平安時代 には、陰暦9月 を菊月 と呼

び、九月九 日を 「重陽の節句」「菊の節句」として、菊花酒を飲 む 「菊花の宴」「菊の杯」

で邪気 を払い、長命 を祈った。菊文様 も吉祥文様 として、好 んで装束 に用 いられた。

鎌倉時代には後鳥羽上皇が ことのほか菊 を好み、 自ら印として愛用 した。その後、後

深草天皇 ・亀山天皇、後宇多天皇が 自らの印 として継承 し、慣例の うちに菊花紋、こ

とに十六入重表菊が皇室の紋 として定着 した(「 十六弁菊は南朝の紋で、三十二弁菊

は(十 六弁八重菊)は 、北朝(お よび現皇室)の 紋である」 ともいわれている)。 天

皇よ り菊紋 を下賜 りした ものを直接使用

噺
7
輩
匙

.

図30命 過幡
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図31命 過幡の裏
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するのは恐れ多い と考え、抱 き菊の葉の

意匠 を図案 化 させ た と言 われ てい る。

(図29)
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図32幡 頭部の三角形

命過幡は死者の冥福 を祈るというため

の幡で江戸時代 には、若死に した子女の

衣装(小 袖)な どを幡に仕立てて寺に収

めて供養 したもののようである。幡の形

状 については、幡頭部の三角形はかな り

の痛 みが激 し く裂が剥がれている。(図

30)(図31)(図32)中 央の帯紐は上方が
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図33七 宝文様 ・桶けしぼり染

図34鍛 子祇紗地で菊唐草模様

図35幡 足の小袖意匠

吊緒 にな り、下方 は舌 となってい

る。下の頂 より左右 に帯紐状の幡頭

手 は欠失 している。幡身の第3坪 の

裂は剥がれて うす紅色の平絹の裏が

出ている。坪は縦長で3つ の坪はか

ろうじて裂は保持 している。坪堺 に

よって各坪 ごとに区切 られている。

縁 は一条で一条縁の中には縁の各坪

境 より紐状の幡手が重ね合わせ垂下

げ られい るがかな り痛みが激 しい。

幡足は長い帯状で縁がつけられてい

る。仕立ては袷で一越(り んず)地

に七宝文様が織 り出され、菊文様 に

は描 き絵 ・刺繍で友禅染めに紅の桶

け しぼ り染 の小 袖 と推察 され る。

(図33)

七宝文様 とは仏語で言 う七つの宝

は 「金 ・銀 ・瑠璃 ・しや こ ・號珀 ・

珊瑚」ですべてが大階渡来の貴重で

珍 しいもので した。これをち りばめ

たかのような美 しい文様であること

がこの名の由来になったとも言われ

ます。

桶け絞 り染は一見、室町中期～江

戸時代初期 にかけて流行 した辻が花

染 に似 てい ます が、 よ く観察 すれ

ば、針 の 目のあ とが見当た らない。

その後、台頭 した桶絞 り染であるこ

とが解明 しました。

坪堺の裂は鍛子献紗地で菊唐草模

様で江戸時代の唐草 には、菊 も意匠

化 されている。(図34)ま た、幡足 は小袖裂 を用 い、幡足の縁 には うすい紅色の平絹

で仕立てている。幡足の小袖意匠の構成のみ ごとさは日本人の美意識の高さの表れで

あろう。(図35)
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堂内の荘厳具としての幡の一考察(そ の二)

入れ、染める部分は外に出して、きっち りと上下のふたを

す る。染料が入 らない ようにロープをかけて桶 ごと染液の

中に浸す方法で、一度に2～3反 を染 めることがで きる。

手 間と力 と技術がいる作業で、職人芸 となる。桶絞 り染 は

貴品のある豪華なものであった。 したがって、江戸 中期 ご

ろの豪族の子女の小袖は衣装であった と推察出来る。

続命幡で長命 を願 う幡 として作 られた。(図36)幡 の形

状 は幡頭は三角形で中央 にデザインした金銅製の金具が嵌

め られ、下方は舌 になっている。か な りの痛みがみ られ

る。幡頭 と幡身のつなぎ目にはほつれがみ られ、幡身には

幡手の欠損があ り、坪にも綻 びが生 じている。各坪 は従長

で坪堺 によって四坪 に区切 られている。

第2坪 に太輪 に本文字紋 と第4坪 に亀柄の裂がはめ られ

ている。文字紋 の多 くは苗字 にちなんだ ものである。(図

37)ま た、幡身と幡足の問の坪堺 には十六菊の意匠である

3つ の金具が嵌めこまれている。(図36)十 六菊の意匠は

江戸時代の幕府 によ り葵紋 とは対照的 に使用 は 自由 とさ

れ、一般 庶民 にも浸透 し、

桶絞 りとは、染め分け技法の方法には、桶絞 りと帽子絞 りがある。布の比較的大 き

な部分を、絞 り防染によ り染め分 けることを総称 して、"染 め分 け"と呼ぶ。帽子絞 り

などではできない大 きな染め分けには、桶 を使用 した桶絞

りの技法 を用いる。両方底のない桶の中に染めない部分 を 、撃 '蜘 鯛し

菊の紋の図案を用いた仏具

などの飾 り金具や和菓子が

作 られるなど各地に広 まっ

た。幡にも飾 り金具 として

用い られたのであろう。

図37本 文字

梅.曝 露蘇藩 謡
図36続 命幡(菊 の紋の飾り金具)
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図38金 銅製の鈴

縁 は一条で一条縁 の中には縁 の各坪堺 よ

り紐状 の幡手を付 けられているが欠損がみ

られる。幡足 においては、かなりの痛みが生

じているが、幡足 下の端は金銅の脚端飾が

付けられており、先にはデザインした金銅製

の鈴が飾 られ装飾的になっている。(図38)

幡の裏 に書かれている墨書によれば、高

貴寺の住職の慈雲尊者の修行の所であった

高井田寺の長榮寺(長 榮律寺)の 信者たち

が延命 を願 うための続命幡 として寄進 され

た。(図39)仕 立 ては袷で描 き絵 の友禅染

に鶴、亀、松、竹、波の文様がかかれてい

る。「鶴 は千年、亀 は万年」 とい われ、長

寿なことか ら吉祥文様 として松文様常緑樹

で緑が変 わらないことや樹齢の長 さか ら吉

祥の木 として、竹 はしなやかで強 く風情の

美 しいこ とか ら吉祥 文様 として使 われ た

り、波は変化する波の形を文様化 した もの

など、四季の変化 に富 んだ 日本 には、 さま

ざまな生 き物が身近に存在 し、動植物、 自

然文様 を見事 に美化 し吉祥文様 とし表現 し

ている。(図40)

図40吉 祥文様(鶴 亀松の文様)
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堂内の荘厳具としての幡の一考察(そ の二)

..等 桟

＼

、

図42十 六菊の紋の飾り金具

施

「

∠

命過幡2対 の幡の形状 は番頭 は三角形 で下方 は舌 に

なっている。(図41)左 右 に帯紐状の幡手 をつけ られて

1い る。1対 の幡手が1つ 欠落 している。幡頭、幡身の状

態はほとん ど問題がないが幡足 は少 し痛んでいるように

み られる。

幡身 と幡足の間の坪堺に十六菊の意匠である3つ の飾

り金具が嵌めこまれている。(図42)

袷仕立てで裂は幡頭 と幡身は平絹の無地で、舌、幡手、

一 幡足 は標色(紺 色)で 描 き絵の友禅染である。1条 縁 は

一⊥ こい繧色(紺 色)で ある。

図41命 過幡2対 きもの柄は宝尽 し文である。宝尽 し文は吉祥文様の一

つで、中国で雑宝 とよばれる珠、銭、馨(け い)、祥雲、

方勝、犀角杯(さ いか くのはい)、書、画、紅葉、丈薬(が いや く)、蕉葉(し ょうよう)、

鼎(て い)、 霊芝(れ い し)、元宝、錠 などを散 らした文様である。 この宝尽 し文は中

国の模様が 日本風にアレンジされた もの。(図43)構 成要素は金袋 ・金嚢(き んの う)

宝珠 ・巾着 ・如意宝珠(に ょいほうじゅ)、 隠れ蓑(か くれみの)、 宝巻(ほ うかん)・

巻軸、丁子(ち ょうじ)、打ち出の小槌(う ちでの こづ ち)、 分銅、宝鍮(ほ うや く)

な ど多様で揃 わな くて も宝尽 くし文 と呼ぶ。本来な らば、幡の文様 には仏事用 とし
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この幡は命過幡で死者の冥福 を祈 るために追

善供養 として作 られた。(図44)幡 の形状 は幡

頭部は三角形で中央にデザインした金銅製の金

具が嵌め られ、下方は舌 となっているが幡頭手

の1つ は欠損 している。 また、幡頭縁の左右の

角に もデザインした金銅製の金具 と十六菊の飾

り金具がつけ られている。各坪 は縦長で坪堺 に

よって4坪 に区切 られていたが、第3坪 、第4

坪に裂の剥がれみ られる。第3坪 に桔梗の枝丸

紋 と第4坪 には花唐草文様の友禅染の裂が嵌め

らた部分か ら和紙の手習済の ものが裏打 ちとし

て用 いられたと思われるものがみえている。坪

の周 りに縁の各坪堺 より幡手がつけ られている

が幡手には裂の痛 みがあ り、欠損 もみ られる。

幡足 は1本 を除いて3本 は欠失 している。 しか

し、幡足3本 は剥がれて保管 されている。(図

45)桔 梗の枝丸紋 は 「枝丸」紋 を華麗に作るあ

ま り、造形 を離れて、写真的な紋が多い。花唐

草は蔓草の蔓が絡んで曲線 を描 く文様に花 をあ

しらった もの。奈良時代に伝 わる異 国風 な趣の

文様。袷仕立 ては袷で、繧色一越地で花唐草文

様の手描 き友禅染である。
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この幡は続命幡で長命 を願 うために作 られた。(図46)

幡頭部は三角形で中央 にデザインした金銅製の金具が嵌め られ、下方は舌 となって

いる。また幡頭縁の左右の角 にはデザインした金銅製の金具がつけられている。各坪

は縦長で坪堺によって4坪 に区切 られている。第二坪に抱 き合わせ菊の葉の紋 と第三

坪 には友禅染の裂が嵌め られている。坪の周 りに縁の各坪堺 より幡手がつけられてい

るが幡手の裂の痛みが激 しく、欠損 もみ られる。仕立ては袷で、標色一越地に手絵 き

友禅染の撫子文様が染め られている。それ らの撫子文様 に金、桃色 うす桃色な どの刺

繍がほ どこされている。 この着物 は一ツ紋の留袖のようである。縁は赤みを帯 びた平
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絹 を使用 している。撫子文様 は秋の七草(撫 子 ・桔梗 ・萩 ・女郎花 ・すす き ・藤袴 ・葛)

の代表文様 とされている。幡の裏側に墨書があ り、明治九年に施主によって繹得道、

繹尼得法、繹得信士、繹尼照行達の尊者、尼、信者の供養ために寄進された。(図47)

繹 ・繹尼は浄土真宗の戒名で、浄土真宗のみ使 われている。繹 とい うのは、お釈迦様

の繹を頂いてお り、お釈迦様の弟子になるという意味 らしい。

幡足 においては、かな りの痛みが生 じているが、幡足下の端は金銅の脚端飾が付 け

られてお り、先 にはデザインした金銅製の鈴が飾 られ装飾的になっている。第三坪や

幡足には撫子文様の友禅染で染め られている。(図48)(図49)
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図51小 型の続命幡の裏側

小型の続命幡 は大型幡の約半分 ぐらいの大 きさである。(図50)幡 の形状 について

は、幡頭部は三角形で、 中央 にデザインした金銅製の金具が付け られ下方は舌 となっ

ている。幡頭部の頂 より左右 に帯紐状の幡頭手がつけられている。幡身の各坪 は縦長

で坪境 によって3坪 に区切 られている。縁 は一条で一条縁の中には縁の各坪境 よ り紐

状の幡手が重ね合わせて垂れ下がっている。幡足は欠失 した部分 もあるが一部の垂脚

の下端の部分に脚端飾が残 っている。(図51)袷 仕立て表の材質 は綿織 りで桐の紋が

織 り出 されている。(図52)第 二坪には桐の紋がデザイ ンされてい る。五三の桐は天

皇の紋 とされている。天皇は桐竹鳳鳳文 を用い、菊の時と同 じように貴族 たちが桐の

使用を遠慮 したため、桐 は菊 とともに皇室の紋 となった。桐 は中国で鳳風が住 むとし

て尊重 された木。 日本の格調高い代表的な吉祥文様のひとつである。
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3.ま とめ

幡 とい うものは、古代 イン ドでは 「パ ターカー」 と称 され、覚 りを開いた者や勝者

の しる しとされたもので、転 じてこれが降魔 のしるしともなったという。やがて 「幡」

を作ることで功徳が得 られ、また寿命の延長 まで も得 られる といい、現世の利益が説

かれたのがはじま りである。 日本への幡の伝来は日本古来の勅撰書である 日本書紀 に

よると、百済の聖明王 より幡蓋がもた らされたのが最初 とされている。幡蓋は幡(梵
パ タ　 カ 　

語 のpataka)と 蓋(cha-tra)の こ具 を指すが、密教では四角形 の天蓋 の四隅に幡 を

垂 らす三味耶天蓋があ りこれは幡(は た)と 蓋(か さ)を 組み合 わせた幡蓋 と言 う荘

厳具である。わが国の古典では 「幡蓋」 を熟語で使用することが多いが、天蓋 と具で

ある。わが国の古典では 「幡蓋」 を熟語で使用することが多いが、天蓋 と同意語で使

用することがある。天蓋 には阿闇梨を覆 う人天蓋 と諸尊を覆う仏天蓋 と区別 されてい

る。天蓋には玉飾 りをつけた り、美 しい裂(綾 や錦)を 用いた り、蓮華 を象った りし

たところか ら宝蓋 ・華蓋 ともよばれた。仏典では宝蓋や光明が仏 を荘厳する天蓋に化

したことを説いている。幡には長命を願 う続命幡、死者の冥福 を祈る命過幡な ど追善

供養 として作 られた。幡の形制は舌をそろえた三角形の幡頭 とふつ う数坪 に区切 られ

た長方形の幡身をもち、側面には幡手、下端に幡足 をつけるのが基本であ り、あたか

も人形(ひ とがた)を 凝 して作 られたかのようにもみえる。和幡の幡足はおおむね五

条か七条の奇数になるものが大部分であるが、唐幡は偶数 となっている。 日本の文化

は奇数文化の志向 となってお り、幡足 において も同一傾 向が見 られる。

材質は金欄 ・錦 ・綾 ・平絹などの裂地製や友禅染に刺繍の ものが大部分であったが、

地 に金銅版 に透彫 ・線彫 を施 した金銅幡な どがある。金欄は古 くペルシア等で行われ

たものが中国で発達 し室町時代に 日本 に渡来、桃山時代 よ り江戸時代 を経 て現在に至

るまで、京都西陣を主産地 として織 りだされている。明治 より大正にかけての本金 に

よる金欄の優 品が多 く残 っている。 よって、堂内の幡は圧倒的に多 く金欄で仕立て ら

れていることが伺える。一方、友禅染 は江戸時代中期の初め、扇絵師、宮崎友禅が完

成 させた もの とい う。それ までの模様染技法を応用 して、 自由な模様表現 と豊かな色

彩 を使 って新 しい模様染技法を確立 した。友禅染の特色 は糊防染 にあると考え られて

いる。友禅染は今 日もなお和服美の中心的な位置 をしめている。 また刺繍 はともすれ

ば友禅染などの美 しさをよ りきわだっている為 に、補助的に加飾する技術 と考えられ

ることが多い。 しか し、 きわめて写生的な視覚や技術 が生 まれ新鮮 な感動を与える。

幡の文様には仏事用 として、た とえば掲磨 ・蓮華 ・種子 などを主題 としていたのが本

来であるが、仏教的でない文様たとえば吉祥文様な どめでたい文様を自由に使 われて

いたことが意味深いように思う
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命過幡については七世紀後半の幡が 「戌子年七月十五 日」銘のある命過幡、正倉 院

宝物のなかにも法隆寺の幡九首ばか り命過幡が混入 しているように、導師や高僧達の

供養するための命過幡であったようであるが、江戸 時代(島 原の乱の直後、1638年)

の寺請け制度によ り、寺 と檀家関係が浸透 し、制度化 されるようにな り、檀家達や若

死 にした子女の衣装(小 袖)な ど幡に仕立てて寺に納めて供養 した。現在 において も

伝承 されている。

仏教 はもとより三宝、つ まり仏 ・法 ・僧 によって成 り立っている。今は 「仏」は仏

像 ・仏画、「法」 は経典 によってい る。幡や蓋 はこの 「仏 と法」の存在 を象徴 し、こ

れでもってこれ らを供養することを意味する。「幡 と蓋」は 「仏 と法」 との供養 と荘

厳 に欠 くことので きない ものである。「僧」 は仏教 を信奉することによって国の発展

と繁栄 とが得 られると説かれている。仏教 にとって幡の役割 は欠 くことの出来ない荘

厳具 として意義深い結果が得 られた。
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資料

注1)『 日本書紀』注釈書(著 者による現代語訳)

冬10月 に 百済の聖明王は(ま たの名は聖王)西 部姫氏達率怒剛斯致契 らを派遣 して、繹

迦仏の金銅像一躯 ・幡蓋若干 ・経論若干を献上 した。

注2)31年 秋7月 新羅は、大使奈末智洗爾 を派遣 し、任那 は達率奈末智を派遣 して、ともに来

朝 した。そうして仏像一具 と金塔、それに舎利 と大観頂幡一具 ・小幡12条 を合 わせて貢

上 した。そこで仏像 は葛野の秦寺 に安置 し、ほかの舎利 ・金塔 ・大観頂幡な どはみな四

天王寺に納めた。

注3)壬 戌(9日)に 、出雲国司 に詔 して、嵐に遭遇 した蕃国の人を上京 させた。この日に越

の蝦夷の僧道信に、仏像一躯、灌頂幡 ・鐘 ・鉢各一口など献上された。

注4)徳 光禅師 奈良県南葛城郡史

注5)具 足戒 サ ンス クリットの 〈ウパ ンサ ンパダー>upasampadaの 漢 訳。仏教 の出家教団

(僧伽)に 入 るときの試験 をい う。原則 としてだれで も僧(比 丘(び く))に な ることが

許 されるが、 しか しつ ぎの場所に限って入団許可は得 られない。たとえば20才 に満たな

い者、父母の許 しを得 ない者、負債のある者等、20種 ほ どの場合がある。

注6)薬 師瑠璃光如来 東方 に創造 される極楽世界である浄瑠璃世界の教主である仏。万病 を

治癒 し人の寿命を延ばす ことを本願 とする仏 として信仰されている。

注7)巌 船明神 その土地の守神でおそ らく自然崇拝の中での山の神 として起 こって来た。

注8)観 世音菩薩 梵語 アヴォロキテ シュヴ ァラAvalokitesvaraの 漢 訳。世 に光 を与 える名

(音)の 持主を意味する光世音、なやめる衆生(世)を みそなわす人を意味す る観世音、

いずれ も菩薩の慈悲を代表する名である

注9)不 動 明王 とは明王中で最 も中心 となる尊各で、不動尊、無動尊 と呼ばれる。降三世明王

とは三つの世界を降伏するものの意味で、イン ドのシヴ ァ神に起源する尊格 といわれる。

軍茶利明王 とはど くろをま くものとい う意味がある。蛇 と関係の深い尊であることは、

軍茶利の体のあちこちに蛇が巻 きついて表わされていることからも判 る。大威徳明王 と

は死の神ヤマ を倒す もので、 ヒンドゥー教の死者の王を取 り込んで、 さらにそれより強

力 な尊格 として作 りだ された。金剛夜叉明王 とは五大明王中でこの尊のみ名称 の頭 に

「金剛」がつ くので、金剛界系の急怒尊、中で も金剛牙菩薩 との関係が深い とされている。
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